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 ●遇関数f(x)と奇関数ｇ（ｘ）の定積分

遇関数

奇関数

※遇関数 グラフがｙ軸に対して線対称
例1） 次数が偶数（定数項含む）の関数 1，x2，x4，ｘ6

例2） cosx ↑定数項＝ｘ0

※奇関数 グラフが原点に対して点対称

例1) 次数が奇数の関数 x，x3，ｘ5

例2) sinx， tanx

（計算例）

遇関数

奇関数

遇関数と奇関数混合
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この公式を利用すると

y=(x-α)(x-β)

とｘ軸とで囲まれた部分の面積Sは

となる

（計算例）

y=2ｘ2-10ｘ+12 と ｘ軸で囲まれた部分の面積はSを求めよ

y=2ｘ2-10ｘ+12 と ｘ軸との交点は

2ｘ2-10ｘ+12=0より
ｘ=2,3
よって、求める面積Sは
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y=(x-α)(x-β)y=(x-α)(x-β)y=(x-α)(x-β)y=(x-α)(x-β)
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y=2xy=2xy=2xy=2x2222-10x+12-10x+12-10x+12-10x+12
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